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  新年度が始まり、ひと月が過ぎようとしています。５月は一年の中でも 

過ごしやすい時期ですが、急に気温が上がることもあります。体はまだ暑 

さに慣れていないため、熱中症には注意が必要です。新しい環境 

での疲れも出てくる頃です。睡眠をしっかり 

とって体調を整え、朝ごはんを必ず食べてから 

登校するようにしましょう。 

 
 
 

 

５月５日の「端午の節句」は、男の子の健やかな成長を願ってお祝いを 

する伝統行事です。別名「菖蒲の節句」ともいい、菖蒲の葉や根を入れた 

「菖蒲湯」に入って邪気を払います。この日に食べる行事食といえば、 

「柏餅」と「ちまき」が代表的です。給食では５月 1 日に中華ちまきを 

提供する予定です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５月５日は、国民の祝日「こどもの日」でもあります。 

こどもの日は、男女関係なく「こどもの人格を重んじ、こど 

もの幸福をはかるとともに、母に感謝する日」とされています。 
 

各地に伝わる端午の節句のお菓子 

べこもち 

（北海道） 

 

鯨ようかん 

（宮崎県） 

 

あくまき 

（鹿児島県） 

 

 

ちんぴん 

（沖縄県） 

 

柏の葉で、あん入りのも

ちを包んだもの。柏は新し

い芽が出るまで古い葉が

落ちないことから「家系が

絶えない」という縁起を担

いで使われます。 

チガヤや笹の葉などで、

もち米や餅菓子を包んで

蒸したもの。全国各地で葉

の種類や形の異なる、さま

ざまなちまきが作られて

います。最近では、五目お

こわを包んだ「中華ちま

き」も食べられています。 
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調理員さんはどのように給食を作っているのかな？ 
給食室の一日を紹介します！！ 

学校給食の提供方法は、主に「自校方式」「センター方式」「親子 

方式」、「デリバリー方式」があります。墨田区立の小中学校は全校 

「自校方式」で、栄養士がたてた献立を、学校内にある給食室で調理 

員さんが作っています。 

 

調理員さんが 

学校に来て最初 

にすることは･･･。 

健康チェックを 

し、身だしなみを 

整えます。 

水の塩素濃度も 

確認します。 

  

業者さんから納品さ 

れた品物をチェックし 

ます。（鮮度、品質、数量、 

温度、異物、賞味期限 

など） 

  

野菜は３回、果物は 

４回以上流水で洗いま

す。肉や魚は専用のエプ

ロンをして冷蔵庫に入

れます。 

   

   

 

調理後２時間以内にきっ食できるように、時間を考 

えて調理を開始します。くだもの以外はすべて加熱処 

理をします。トマトやきゅうりも熱湯にとおします。 
 

炒めたり、揚げたり、 

オーブンで焼いたり。 

 

 

出来上がった料理の味を確認して、 

料理の中心温度を測定します。 

 

 

野菜を切る、調味料を量る、

米を洗う、牛乳を数える、専用

のエプロンと手袋を使い、食

器や食缶の準備をする。など、

手分けをして作業を進めます。 

  

   
 

校長先生が 

検食し、異常 

が無いか確認 

します。 

 

 

 

食缶やバットに 

料理を配缶します。 

 

出来上がった料理の保存食

を採取します。 
 

（冷凍で２週間 

保存します。） 

 

   

皆さんが使った後の食器や

食缶を洗います。 

 

 

 

これで午前中の 

  仕事は終わります。 
 

午後もまだまだ 

仕事は続きます。 

 

 

 

   

 

食器を数えて、 

乾燥機に入れて 

消毒します。 

給食室内全体をきれいに清

掃します。 

 

 

 

 

 

報告書等を 

作成し、翌日の 

作業内容を確 

認します。 

運搬車を教室まで 

運ぶ人、鍋や調理 

器具を洗う人 

など、手分け 

をして作業します。 

 

これで、調理員

さんの一日は

終わりました。
お疲れさま 

でした。 


